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平成19年９月11日（火） 

                                           

（午後２時３分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番10、７番 中谷和史君。 

〔７番（中谷和史君）登壇〕 

○７番（中谷和史君）ただ今議長のお許しを

いただきましたので、通告に従い一般質問を

行います。新人議員といたしまして、前回６

月議会で質問させていただきましたが、私た

ち議員の問いかけが市当局にどのような重さ

で受け取られ、その後、どのように改善され、

あるいは行政施策の中に取り入れていただい

ているのかを検証しながら、今回の質問を行

いたいと思います。したがいまして、前回と

関連する内容につきましては、そのことを踏

まえ前向きのご答弁をお願いいたします。 

 ３項目９点の質問を行います。 

 １項目めは前回、母子健康センターの運用

と駐車場その他の安全確保について取り上げ

させていただきました。また、たまたま７月

の初めの雨の日に通りかかりましたところ、

大変混雑していましたので、思わず少しです

が交通整理を手伝わせていただきました。そ

の母子健康センターの出産子育て支援と妊産

婦の安全確保に関し質問いたします。 

 １点目は、少し前に新聞でも随分報道され

ましたが、奈良県で昨年に続き同じように救

急病院の受け入れ拒否により、受け入れ先が

決まらず救急治療の遅れにより妊産婦さんの

悲惨な事故が起きました。そこで、橋本市の

救急受け入れ体制についてお伺いいたします。

現在とられている状況とバックアップ体制に

ついてお答え願います。 

 それと、前回財政不足で何もできないよう

なご答弁をいただいたかと思うのですが、あ

るいは保健福祉センター建設までの間、何の

手だてもないかのようなお答えであったかと

思いますが、少しでも利用者の利便性と安全

性を考えますと、当面、出張分散開催しか手

がないのかなと思います。そこで２点目とし

て、母子健康センター事業の分散開催であり

ます。 

 現在、高野口町の産業文化会館で行われて

います同じ規模、回数の出張母子センターを

隅田町公民館で開催するといたしますと、何

がネックになり、財政負担がどの程度発生し、

部及び課の年間予算のどのくらいの増加率に

なるのかお教え願います。 

 また、前回同僚議員の質問に対し、やはり

財政的にというお話でしたが、３点目として

妊婦さんの出産前５回の健診支援をすると

723万円の費用を見込むとありますが、積算の

根拠のご提示をお願いしたいのと、部及び課

の年間予算に占める比率はどのくらいになる

のか。20年度予算の編成がもうすぐ始まりま

すが、採用される意気込みと取り組みをお教

え願いたい。 

 ２項目めは前回のご答弁と本議会初日の全

員協議会の協議を通じて疑問に思いましたの

で、新人ゆえ、初歩的で申しわけないのです

が、経済部各課の役割と、現在取り組まれて

いる作業、役割、事業についてお伺いいたし

ます。 

 １点目は、農林振興係及び観光振興係の作

業、役割、事業などの役務についての人員数、

そして他の部局との連携の度合いについてお

教え願いたい。 

 ２点目は、地籍調査係の地籍調査の進捗状

況であります。橋本市全体に占める割合及び
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山間部に占める割合、旧高野口町に占める割

合も統計があればお示し願いたいと思います。 

 ３点目は、前回のどなたかの答弁で、特区

ではなく橋本市は「頑張る地方応援プログラ

ム」で頑張りますとありましたので、調べて

みますと、商工観光課としては「頑張る地方

応援プログラム」政策分野６番の観光振興・

交流プロジェクトにエントリーされているよ

うですので、その取り組みと進捗状況につい

てお教え願いたい。 

 それと６月議会での道の駅（観光拠点施設）

に対する私の質問に対して、部長答弁の中で

カーナビ云々、かつらぎ480号整備により観光

客が行ってしまうのはいたし方なしとのお考

えのようにとられかねないお答えがございま

す。真意は道の改修が先だということだと思

いますが、その答弁を踏まえ、県や国へ道路

改修の陳情を行うなど、具体的に活動されて

いるのか、あるいは改修待ちの姿勢なのか。

橋本市の商業及び観光に対する行政当局の取

り組み姿勢と熱意についてお伺いしたい。 

 ３項目めは、前回補正予算で出ていました

やどり地区付近の移動体通信難視聴対策につ

いてであります。何らかの調査と原案に基づ

いて予算が計上されていると思いますので、

１点目としてその原案でカバーできる難視聴

解消面積の比率についてお伺いします。特に

谷合いが目的だとの前回答弁がございました

ので、犬戻り地区から川合橋地区ぐらいまで

の通称玉川峡地域の範囲で結構でございます。 

 ２点目は、検討する中で、飛躍的に難視聴

解消面積が増加する方法が出てきたときは、

費用対効果で原案見直しの余地はありますか。 

 ３点目は、やどり観光交流センター開設に

向けての周辺整備の一環と思うのですが、玉

川峡地域及び周辺地域の緊急連絡対策の観点

から考えた場合、地元住民だけではなく、入

り込み、あるいは通過する観光客の交通事故

などの緊急連絡整備として携帯電話の不通解

消は喫緊の課題であろうかと考えますが、当

局のお考えをお伺いいたします。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君の一

般質問に対する答弁を求めます。 

 病院長。 

〔病院長（青木洋三君）登壇〕 

○病院長（青木洋三君）中谷和史議員のご質

問にお答えいたします。 

 橋本市民病院の妊産婦の受け入れ体制につ

いてでございますが、昨日、10番議員にもお

答えいたしましたが、現在、本院の産婦人科

の体制については、常勤の産婦人科医師が２

名おり、妊産婦等の診療にあたっております。

また、当直体制ですが、常勤医２名と和歌山

県立医科大学からの応援医師で毎日当直を行

っております。なお、緊急症例の場合も、可

能な限り当院で受け入れるようにしています

が、緊急症例が重なった場合や、対応不可能

な３次救急症例につきましては、昨年春から

設置されている和歌山県立医科大学周産期セ

ンターと連携をとり、ドクターヘリの活用も

できる体制をとっております。ご理解のほど、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

〔企画部長（吉田長司君）登壇〕 

○企画部長（吉田長司君）やどり移動体通信

難視聴対策についてお答えいたします。 

 やどり地区に建設いたします施設はＮＴＴ

ドコモ関西のＦＯＭＡプラスという種類で、

周波数800メガヘルツを利用した携帯電話で

ございます。また、携帯電話局の種類には、

小型局、一般局、親子局があります。今回や

どり地区に計画しております局は小型局でご

ざいます。 

 ご存じのとおりこの800メガヘルツの周波

数を利用いたします電波は、障害物がありま
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すとその先へは進めませんので、やどり地区

のような山が急峻で川が湾曲している地域で

は広い範囲をカバーすることが難しくなりま

す。また、広い範囲をカバーするには多くの

鉄塔設備が必要となります。今回の計画にあ

たり、事前にＮＴＴドコモの技術者と現地調

査を実施し、効果を優先した中で位置選定を

行いました。ちなみに親子局方式を実施いた

しますと、親局１施設に約3,000万円と子局１

施設の建設に約2,000万円の費用がかかると

のことでございます。このようなことから、

計画地付近での場所等の位置変更は可能です

が、局方式など施設の内容に係る変更の余地

はない状況でございます。 

 次に、最初にご質問の難視聴解消面積比率

ですが、犬戻り地区から川合地区の間、約

5.3kmのうち、今回やどり地区事業において携

帯電話が利用できる範囲は約0.8km程度と考

えられ、距離比率で15％程度です。該当地域

における利用者は、居住者数は少なく、青少

年旅行村を中心とする観光客、釣り客、通過

観光客等の利用が中心と考えられます。 

 またＮＴＴドコモにお聞きいたしましたと

ころ、「ある程度の採算性は確保できる」と聞

いており、効果は期待できるものと考えられ

ます。ただし、通信可能の範囲が狭いという

点につきましては、現地の地形的問題であり

ますので、ご理解を賜りますようお願いいた

します。 

 次に、玉川峡地区地域及び周辺地域での緊

急連絡対策につきましては、今回計画いたし

ております携帯電話及び従来からの有線電話

のご利用をお願いいたしたいというふうに考

えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（上田敬二君）登壇〕 

○健康福祉部長（上田敬二君）出張母子健康

センターの高野口町と隅田町の分散開催につ

いてお答えいたします。 

 現在、母子健康センターでは、乳児健診、

乳児健康相談、１歳８カ月健康相談、３歳６

カ月健診、両親教室、離乳食教室と予防接種

事業として、ＢＣＧ、三種混合、ポリオなど

９事業について年間168回開催しております。

また、産業文化会館アザレアでは、乳児健診、

１歳８カ月児健康相談、１歳８カ月健診と予

防接種事業として三種混合、ポリオなど５事

業を年間34回開催しております。 

 産業文化会館での事業実施のための年間費

用は、概算で母子保健事業費として228万

9,000円でこれらは医師、看護師、歯科衛生士、

栄養士の委託料及び雇い上げ料が主なもので

す。また予防接種事業費については、61万

3,000円となっております。産業文化会館同様、

これらの事業を隅田地区公民館で実施した場

合のネックになる部分についてですが、日程

の調整や医師、看護師等の確保、保健師及び

事務スタッフの増員、費用の増大、会場の設

営の準備や後片づけ、荷物の納庫の問題等が

挙げられます。費用の増大については、施設

使用料を除いた新たな費用249万7,000円が必

要となります。 

 次に、議員から平成19年６月定例会一般質

問でご質問いただきました母子健康センター

の駐車場確保のことにつきましては、その後

の議員のお力添えや橋本小学校のご理解、ご

協力によりまして、特に混雑が起きている乳

児対象の事業開催日について、グラウンドを

お借りするようになりました。ご報告させて

いただきます。 

 次に、健診支援の723万円の費用についてお

答えいたします。現在、妊娠初期１回と後期

１回、計２回の妊婦健診の公費負担と35歳以

上の超音波検査１回の公費負担を行っており

ます。議員がおただしの平成19年６月市議会

－83－ 



定例会、楠本議員の一般質問において答弁さ

せていただきました723万円の積算の根拠に

つきましては、５回の健診を実施した場合、

すべてにおいてあと３回の費用が必要となり、

追加の健診費用、１回平均5,000円といたしま

すと、5,000掛ける３回、掛ける482人イコー

ル723万円となります。 

 平成20年度から本市の妊婦健康診査の公費

負担の取り組み状況につきましては、和歌山

県は本年度から妊婦健診拡充策として、３人

目以降のお子さんの出生を対象に８万1,000

円を上限に補助する方針です。この新規事業

は本市の少子化対策の一環としても重要な施

策ととらえており、県下の実施状況をも踏ま

え、遅くとも平成20年度当初予算までには実

施について結論を出してまいりたいと考えて

おります。ご理解のほど、よろしくお願いい

たします。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

〔経済部長（仲 完治君）登壇〕 

○経済部長（仲 完治君）経済部各課の役割

等についてのご質問にお答えをいたします。 

 商工観光課観光振興係の事務分掌につきま

しては、観光宣伝紹介及び案内、名勝の保全、

歴史街道モデル事業、国民宿舎やどり青少年

旅行村・自然体験施設ひこばえの里の管理運

営等、自然公園法、また市観光協会及び各種

団体との連絡調整、市ヘラブナ釣り大学、観

光施設ステーションギャラリー、地域雇用創

造促進事業、紀の川祭、桜まつり、紀の川カ

ッパまつり、市民菊花展に関することなどで

す。係りの人員は２名です。 

 次に、農業振興係及び林業振興係の役務と

人員については、農業振興係は４名、林業振

興係が２名です。 

 農業振興係の主な業務として、優良農地の

保全、休耕地の再生など生産基盤の充実や担

い手の育成などの経営主体の強化による都市

近郊型農業の充実や、販売ルートの開拓・強

化、生産者と消費者との交流など販売促進等

を目標に従事しています。また、鳥獣による

農作物の被害が年々増加する中で有害駆除に

も取り組んでいます。 

 林業振興係の主な業務として、森林整備計

画に基づき、森林の管理と林業の振興に努め

ています。森林組合と連携をとり、林業従事

者や後継者の育成確保を進めるとともに、自

然への関心の高まりに対応するため、緑化の

推進や、森林との触れ合いの場の創出に取り

組んでいます。 

 次に、２番目の地籍調査係の地籍調査の進

捗状況のおただしについてお答えします。 

 現在の地籍調査の進捗は調査対象面積

127.64km2のうち約31.3km2、約26％が調査を

完了しております。補足としまして、旧高野

口町では、紀の川等を除く調査対象区域約

19.1km2のすべてが平成16年度に完了し、旧橋

本市では、平成４年度から着手し、紀の川等

を除く調査対象面積、約 108km2のうち約

12.2km2が完了しています。 

 次に、今後の地籍調査予定は、宅地、農地

等を基本に年間１km2から３km2の面積の進捗

を図り、平成50年を目標にしております。そ

こで、山林地区の地籍調査はより一層遅れる

ことが予測されることと、山林地区の境界確

認に関して、高齢化が進む中で今後一層境界

確認が困難になることも踏まえ、昨年度に山

林地区への杭等の支給による地元において民

民境界杭の設置を取り組んでいただき、山林

地区の境界確認の進捗に対する新たな施策の

説明会を開催し、ご協力をお願いしました。

ついては、山林対象50地区のうち17地区が積

極的に取り組みたいとの回答がありましたの

で、今年度から回答のあった17地区に対し、

順次杭、ペンキ、テープ等の支給を行い、将

来の地籍本調査の施行がスムーズに進められ
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ると思慮いたします。また、民民境界杭の設

置が概ね終了した山林地区へは、順次地籍の

本調査に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 次に、３点目のご質問でございますが、６

月答弁が不十分でありましたことをおわび申

し上げます。やる気のある地方が自由に独自

に施策を展開することにより、魅力ある地方

に生まれ変わるよう、地方独自のプロジェク

トを自ら考え、前向きに取り組む地方自治体

に対し、地方交付税等の支援措置を講じるの

が「頑張る地方応援プログラム」です。商工

観光課では、観光振興、交流プロジェクトと

して、平成19年度から平成23年度の期間で市

の南部の南宿、北宿、彦谷地域において、や

どり青少年旅行村の建て替え、新たな温泉源

の掘削、駐車場、園地整備、食を中心とした

地域特産品づくり推進事業、地域サポートク

ラブ、「玉川倶楽部」の創出と支援の体験事業

に取り組みます。 

 そのため、この地域に観光交流センターを

中心とした交流の場の確保と、道路整備など

による地域住民の生活環境の充実、さらには

駐車場整備などによる来訪者が気軽に自然体

験ができる環境の整備を進め、交流人口の増

加を図るとともに、地元産品や新たな特産品

の開発を行い、都市住民のいやし、レジャー

の場としてのポテンシャルを高め、地域の活

性化はもとより、市全域の活性化へ導くもの

です。 

 次に、道の駅についてですが、先ほど「頑

張る地方応援プログラム」でも述べましたよ

うに、高野山への玄関口としての国道371号線

の道路整備などが進められており、南宿、北

宿、彦谷地域を橋本市の奥座敷と位置づけ、

観光物産拠点として、交流の場の確保を図っ

てまいります。 

 次に、工事計画を進めています橋本高野橋

から紀の川左岸広域農道を利用して、九度山

町の赤瀬橋に至るルートが考えられます。こ

のルートはスカイラインとも言える眺望の良

い道路であり、農業が盛んな地域を通過する

ことになりますので、こうした農産物の販売

を含めた地域振興策を今後検討する必要があ

ると考えています。ご理解のほど、よろしく

お願いします。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君、再

質問はありますか。 

 ７番 中上和史君。 

○７番（中谷和史君）ご答弁いただきまして

ありがとうございます。概ねいただいたよう

な感じでございますけれども、ちょっと多岐

にわたっておりますので順番に伺わせていた

だきたいと思います。 

 まず、妊婦の受け入れ体制等々についてで

ございますけれども、県立医科大学とドクタ

ーヘリ等でつながっておるということですの

で、あまり心配はないだろうと思いますけれ

ども、連携をしておる病院の数、きのうちょ

っと５病院とか言われたと思いますが、救急

でどこの病院が受け入れいけますかというこ

とをよく救急隊員がお伺いになるんですが、

救急車の中でやっておられるようですけれど

も、それを連携されておる救急病院の数と、

また、今回奈良で起こりましたようなかかり

つけ医の医師がないとか、あるいは県外から

お見えになった観光客、旅行客などが急に産

気づいたとか、あるいはけがをしたとかいっ

たときの、けがの場合はあれでしょうけども、

そういう場合の受け入れ体制について再度お

伺いいたします。 

○議長（中上良隆君）病院長。 

○病院長（青木洋三君）ただ今のご質問につ

きましてお答えいたします。 

 産科といいますのは非常に特殊な診療科で

ございますので、昨日お答えいたしました病
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院群輪番制に参加している病院には、産婦人

科を開設している医療施設はございませんの

で、あの中では当院だけでございます。そう

いうことで、かなり遠隔にはなりますけれど

も、幸いドクターヘリがございますので、先

ほどもご答弁の中で申し上げましたように、

和歌山県立医科大学の周産期センターと密に

連携をとりながら、お互いに補い合っている

というのが現状でございます。 

〔「県外からの」と呼ぶ者あり〕 

○病院長（青木洋三君）私ども産婦人科では、

やはり手近なところでは里帰り出産、そうい

うのもございますけれどもできるだけ受け入

れるようにしております。かかりつけ医を持

たずに突然いらっしゃるという患者さんも数

が少ないんですけれどもございますし、今ま

では全部受け入れてまいりました。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）それでは、分散開催に

ついてお伺いいたします。日程調整が一番の

多分ネックになるのかなというふうに思うわ

けでありますけれども、今は出産でそれこそ

お休みになっておられる保健師さんとかおい

でになるようでございますけれども、この日

程調整、人員増強云々というのがあるかもわ

かりませんけれども、費用的には249万円とい

うことで、全体費用の何％とかちょっとお伺

いもれましたけれども、ぜひ開催をやってい

ただきたいというふうに再度お願いしたいん

ですが、部長さんのお考えを再度お願いいた

します。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）特に対象にな

る方が小さいお子さんの手を引かれて母子健

康センターなり産業文化会館へおいでになる

方、そのような状況について、特に雨降りな

んかも私自身も目にしておりますし、よくわ

かるんですけれども、やっぱり課題になるの

が医師とか看護師、あるいは歯科衛生士、そ

れとうちの職員の保健師もそうなんですけど

も、その人的確保と予算にしたら約725万円で

すけれども、やっぱり費用の面でも。 

 はい。約249万円ですか。これはにつきまし

ては、やっぱり費用の面、現在の予算では組

みかえているような状況もありますので、非

常に心苦しいんですけれども、現況において

は難しいのかなと思っております。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）ありがとうございます。

249万円と多少の人員と、そして日程調整とい

うことで、障害がわかれば、あるいは財政負

担がわかれば、その保健福祉センターができ

るまでの間ということで、時限的に考えてい

ただきまして、何とか前向きに。 

 なぜ隅田かといいますと、北部住民が一番

多いのはわかっておるんですけれども、あや

の台の道が抜けまして、隅田の公民館が非常

に新しい施設で、道としては非常に便利なと

ころにあると。そうして部屋の状況も非常に

良いので、あそこで開催をやっていただけま

したら、100台ぐらいは常時とめられますし、

そういうお母さん方に本当に便利にやられる

んじゃないかなというふうに思うわけであり

ます。 

 それと続きまして、その出産前の５回の健

診という形になりますと、723万円ということ。

これは前回のご答弁の中で、部長のほうから

20年度の予算に向けてということを答弁され

たと思いますので、20年度はこれで実行され

るという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）まだ、本市に

おいては確定しておりませんけれども、今年

の当初予算において県知事の予算の編成方針

が明らかになった段階で、少子化対策の一つ

として盛り込まれた事業ですので、今年から
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の新規事業になります。それで、実施するに

あたっては、各市町村の２分の１の負担を伴

ってついていかなければならないという事情

がありまして、各市町村とも当初予算の段階

では対応できなかったんですけれども、その

後、随時検討されておりまして、実施する自

治体が増えてきております。よそに合わせて

というのではないんですけれども、答弁でも

言わせていただきましたけれども、少子化対

策の一つとして第３子目以降の健診費用の手

だてですので、有意義なものであるとの認識

を持っております。そういった意味から、担

当部としては実施の方向で進めてまいりたい

と思っております。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）ありがとうございます。

担当部のほうは前向きに当然予算等があれば

いきたいなということだと思います。女性の

立場として、副市長のお考えのほうをちょっ

とお伺いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）ただ今中谷議員から

女性の立場ということで、答弁を求められま

したが、私はあくまでも橋本市の副市長の立

場で、答弁をさせていただきますと、新年度

の予算においても枠配分という非常に厳しい

中で予算組みをしようとしております。その

中でもやはり橋本市として取り組んでいかな

ければいけないものについてはやっていきた

いというふうに考えております。担当部長と

してぜひともといういろんなそういうやりと

りの中で、この予算についても決まっていく

と思いますので、またその中身につきまして

は、十分に話し合いをした上で、前向きに取

り組んでいきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）ありがとうございまし

た。副市長としてと言われてしまいましたの

で、市長にお伺いする機会を逃してしまいま

した。 

 それでは、２項目の経済部のほうに移らせ

ていただきたいと思います。役割の分掌につ

きましては、随分いろいろお仕事をされてお

るということがわかりました。答弁書のコピ

ーをまた後でいただけたらありがたいかなと

いうふうに思います。 

 私がなぜ他の部局との連携についてお伺い

したかといいますと、農林振興係の方は当然

農業施策についていろいろご検討されておる

であろうし、観光振興係の方につきましては、

橋本市の観光全般についてお考えになってお

る、これは当然のことだろうと思いますし、

市のホームページにも簡単に役割が出ており

ます。 

 その中で、実は今議会の全員協議会のとこ

ろで、広域ごみ対策室から示されました広域

ごみ処理施設建設に伴う周辺整備事業という

説明の中で、答弁を聞いておりますと、何か

広域ごみ対策室だけが一生懸命、商業施設で

あったり、温室であったりというようなこと

を一生懸命考えているような印象を持ちまし

た。 

 そこで広域ごみ対策室長にお伺いしたいん

ですけれども、商業施設、農業施設ともに何

らかのデータの提供や事業内容について提案

などが経済部から協力があったのか、あるい

は協力を要請して、ともにつくられた原案で

あったのか、その辺のところをお伺いしたい

と思います。 

○議長（中上良隆君）広域ごみ対策室長。 

○広域ごみ対策室長（山本重男君）ただ今の

ご質問にお答えさせていただきます。 

 過日、全員協議会においてご説明させてい

ただいたのは、地域活性化交流施設整備計画

ということで、広域ごみの処理施設建設に伴
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います周辺整備事業でございます。というこ

との中での基本計画でございますので、広域

ごみ対策室のみで立案したものでございます。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。そ

の範囲がちょっとわかりませんので、ちょっ

と詳しく。 

 今後、基本計画をもとに過日の全員協議会、

それから地元の方々、皆さま方のご意見を参

考にしながら、詳細設計に入っていくことに

なります。そのときにこの事業の性質上、関

係部局との連携は不可欠なものでございます。

ということで、詳細設計に入っていく中で、

農林それから商工観光部局や他の関係部局と

強い連携を持ちまして進めていきたいとこの

ように考えております。 

○７番（中谷和史君）地籍のことです。犬戻

りからやどりまでの玉川峡地域ということで

す。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

○経済部長（仲 完治君）「頑張る地方応援プ

ログラム」の実施を進めるために、そういう

計画周辺図については、一部もう地籍調査は

終えております。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 ○７番（中谷和史君）だいたい終わられてい

るということで理解していいですか。ですか

ら、そこのところの、後でちょっと質問にあ

ります周辺道路の整備云々の問題があろうか

と思います。それで、同じように先ほど部長

答弁の中でございましたこの橋を渡って国城

山のところを上に上がっていく今後の観光拠

点となるであろうと思われる国城山周辺の調

査時期はいつ頃になるかという予定があれば、

ご紹介いただきたいと思います。 

○７番（中谷和史君）済みません、突然振っ

たような感じで申しわけございません。ちょ

っとこの前の全員協議会でそういう印象を持

ちましたので、お伺いしてみました。 

 よく縦割り行政の弊害ということを言われ

るわけでございますが、同じようなことを隣

りの部課でやっておるいうようなことがあろ

うかと思います。部長調整会議などで、当然

情報の共有化を図られているとは思うんです

けれども、専門家の集団がいてるわけですか

ら、やはり情報の提供、協力をこれからして

いっていただきたい。これはお願いでありま

す。ぜひとも商業観光のすばらしい橋本市に

もっていっていただきたいなというふうに思

います。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

○経済部長（仲 完治君）常々市長は371号の

玉川から高野山を回って橋本に出ていくルー

ト、あるいは逆のルートで橋本を活性化した

いというような願いもございますので、橋本

の活性化ができるよう、例えば紀の川左岸広

域農道につきましては、１期、２期が現在着

手をしてございます。８月29日に市長も河南

幹線広域道路の整備、地元の協議会に出まし

て一日も早く用地買収が完成するよう地元の

皆さんに呼びかけでございます。３期、４期

が従来平成22年以降着手ということでござい

ましたが、そういった意味で早く着手できる

こともあり、来年度から３期、４期の広域農

道の着手もできる可能性がありますので、用

地買収が済みましたら新たな幹線道路ができ

 ２点目、地籍調査の進捗状況については

26％ということで随分進んでいるなというこ

とを感じました。また高野口町につきまして

も、ほぼ終わっているということでしたけれ

ど、後の「頑張る地方応援プログラム」と重

なるんですが、市長が力を入れておられるや

どり地区周辺、犬戻りまでの玉川峡の部分に

おける進捗状況というのは、川沿いは概ね計

測が終わっておられるのかどうか、その辺の

ところを。 
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るということで、早期に検討を始めてまいり

たいというふうに考えています。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）済みません。地籍調査

のことです、国城山周辺の。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

○経済部長（仲 完治君）地籍調査につきま

しては、一応山間部ということで国城山周辺

の杭打ちを地元にお願いしていますので、平

成19年度から国城山周辺の民民の杭打ちが完

了次第、本格的調査を進めてまいりたいと考

えています。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）はい、ありがとうござ

います。済みません、ちょっとあっち行った

り、こっち行ったりになりまして申しわけあ

りません。 

 地籍調査でもう一点。先ほどご答弁にござ

いました事前調査の杭支給による民民境界杭

設置を見せていただきましたが、小字単位、

もしくは区単位での申請ということになって

おります。私も彦谷奥のほうで幾つかうちの

あれもあるわけですけれど、隣りに大阪の方

がおられるとか、あるいは他地区の持ち主が

たくさんおられるという実情の中で、しかも

高齢化が進んでいるという中で、なかなか区

単位というのは実施が非常に難しいかと思い

ますので、その辺の例えば１対１でも杭を事

前調査として認めていただけるのか、緩和処

置を考えていただきたい。それからＧＰＳな

どの機器を貸し出していただいて、杭をどの

地点に打ったよということが後でわかるよう

な施策をとりたいと思うんですが、この辺の

ところは、今の時点でいかがでしょう。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

○経済部長（仲 完治君）区単位、一部字単

位ということですが、自治会区、自治区、全

域をしていただけたらありがたいんですけど

も、字単位でも民民でやっていただければ、

境界杭を出していきたいというふうに考えて

ございますので、大阪、他市の地主があろう

と思いますが、民民お立ち会いいただけるよ

うでしたら、支給杭を出していきたいという

ふうに思っています。それから、ポイントに

ついていって地籍調査のような杭をお渡しす

るわけですが、それを永久にとどめて測点を

するということはちょっと不可能でございま

すので、だいたいのポイントを残していただ

くというような方法で次期の調査を早く進め

たいというふうに考えています。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）ありがとうございます。

ぜひ谷単位とかそういう１対１の場合でも、

杭のほう、なかなか３人も４人も寄るという

のは山の中の場合は難しいと思いますので。 

 ちょっと時間がなくなってきましたので、

「頑張る地方応援プログラム」の中で、一つ

だけお伺いいたします。周辺道路整備で５億

5,000万円ほど事業費を見ておられますけれ

ど、この辺につきましては、何らかの計画あ

るいは拡幅工事の予定があるのかどうか、よ

ろしくお願いします。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）やどりの関係じゃ

なしに。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）申しわけございません。

「頑張る地方応援プログラム」の６番の観光

交流プロジェクトということで、その企画の

中に周辺道路整備というのが入ってございま

す。やどりの青少年旅行村の温泉も含めての

開発の中で、周辺道路整備と書いておられま

すが、やどりに向いての道路工事云々の拡幅

の予定とかお伺いできたら思います。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）失礼しました。６
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番の「頑張る地方応援プログラム」のやどり

周辺整備の中の道路整備ということで解釈し

ますけれども、これにつきましては、ちょっ

といきさつから言いましたら、もともとダム

の基金を利用して遅れた開発というのですか、

整備を促進しようということでございます。

そういう中で「頑張る地方応援プログラム」

の中に位置づけまして、やどり青少年旅行村

の改修、それから温泉、それからその周辺、

南北やどり線とかいう市道があるわけでござ

いますけれども、その道路の改修、それから

駐車場の設置ということで、観光の拠点にす

る中でこういうものが入ってくるものでござ

います。ちなみにＮＴＴの鉄塔もそういう位

置づけの中でやっているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）ありがとうございます。

当分やどりに頑張るということで、あれでご

ざいましょうけれども、ご答弁でございまし

たけれども、今回ひょっとすると紀の川の内

水面の利用の規制案が出るのかもわかりませ

んけれども、観光という面からいいましたら、

紀の川を利用したウォーターフロントの家族

連れや若者の遊び場所としての観光、また、

国城山周辺の休日周遊の観光、観光農園しか

り、やどりももちろんでございますけれども、

高野口には嵯峨谷の舞があったり、一本杉が

あったり、葛城館から─────────ま

での観光資源などがいっぱいあるというふう

に思いますので、それぞれ少ない人数ではご

ざいましょうけれども、商工観光課のほうで

それぞれご担当をつけていただいて、今後ま

た観光開発にご協力いただきたいなというふ

うに思います。 

 それでは、３項目めの移動体通信の難視聴

解消についてお伺いいたします。 

 かなり地形的に難しいのはわかりますので、

あまりしつこくお伺いしたくもないんですけ

れど、当然電波テストのようなものはされた

と思いますし、発信場所も何カ所か調査され

たと思います。アンテナも試せる種類のもの

は試されたのかなというふうに思います。ま

た、後で結構ですけれども、電波伝搬図や地

点別の電界強度図などデータがあればお示し

いただきたいと思うんですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）現地の調査はしま

すけれども、電波調査とかそういうのはして

ございません。そういう中で位置決定をして

ございますのでその点、ご了解よろしくお願

いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）調査されていないとい

うことですので、一度、調査されましたら、

果たして本当に15メーターの鉄塔が要るのか、

あるいは、山の上ですので、ちょっと上のほ

うにアンテナを立てれば、鉄塔が４ｍ、５ｍ

で済むよという場合も出てこようかと思いま

す。よろしく調査のほうお願いしたいと思い

ます。 

 15ｍの鉄塔にアンテナ設置という話で聞い

ておるんですが、15ｍの鉄塔で1,750万円とい

う予算になっております。これはちょっとお

高いのではないかなという気がいたしますの

で、その辺の予算の吟味もお願いしたいなと。

別に反対しているわけではございませんので、

予算が通ったからということで、適当に原案

どおり使っていくというのではなく、市全般

の予算に言えることでしょうけれども、よく

吟味して使っていただきたいと思いますので、

そこのところ、再度部長にご答弁をお願いい

たします。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）全体事業費が3,250
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万円のうち鉄塔につきましては15ｍ未満でご

ざいますけども、14ｍか15ｍの間ということ

で今考えてございますけども、これが鉄塔だ

けで850万円ということで、あと外構、受電設

備、送受信ケーブル、電源設備、それから設

計調査費ということで、すべて合わせて3,250

万円ということで、鉄塔だけで1,750万円とい

うことではございませんので、その辺ご了解

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）済みません。そしたら

ちょっと私の予算書の見方がまずかったのか

なというふうに思います。じゃ、鉄塔として

は実際は850万円と。 

 あと３点目といたしまして、やどり観光交

流センターの開設に向けて本当に携帯電話の

不通解消は必要であろうかというふうに思い

ます。特に交通事故等につきまして、本当に

緊急の連絡が今、赤電話もないと。本当にカ

ワグチのあのあたり一帯と川合橋、川合橋は

なかったのか、しかないと思いますので。 

 実はこの５月の初め４月の末ぐらいに私の

息子の友達がやどりの周辺ではなかったんで

すか、ちょっと河南の奥のほうで、ヘビにか

まれまして、また後で消防本部のほうにもあ

れですけれども、電話が伝わらないので、仕

方なく九度山のローソンまでおりていって、

そこの電話から119番をしたと。そうしました

ら日曜日のことであって、本人たちはマムシ

ではないと認識しておったので、ヘビにかま

れましたのでどこへ行ったらよろしいですか

とお伺いしたら、伊藤病院へ行けと。伊藤病

院へ行ったら血清があるもんやといって本人

らが行ったら、傷の治療だけで、「あとはれて

きたら那賀病院へ行けよ」と言われて那賀病

院へ行ったと。はれてきたので那賀病院へ行

ったところ、うちはそんな血清みたいなもの

はないから、日赤へ行けよと。その間、救急

車なしです。本人らが自分らで、若者ですか

ら、どうしてええかわからず自分たちで行っ

ている。結局日赤へ行ってもう手おくれやと。

点滴治療で終わったようでありますけれども、

あまり大きなヘビでなかったので、腕がはれ

ただけだった。あとは通院しなさいというこ

とで、その子は高野山の子だったので、あと

通院で高野山病院へ行ったら、何でうちへ来

いへんのやと。初めにうちに来たら血清ぐら

いいくらでもあるのにという事例がありまし

た。実際うちの息子の友達ですので、だれそ

れのだれそれまでわかっておるんですけれど

も。 

 そこで消防本部にもお願いしたいんですけ

れども、きのうの答弁でもありましたように

軽症であれば病院の紹介だけで済むよという

話ですけれども、その紹介するときに、ああ

いう若者たちの事情説明が非常にあいまいな

中で、やはりヘビにかまれたと言っておれば、

本人らがシマヘビやと言っておっても、やっ

ぱり一応血清のある病院を。市民病院に行っ

たら多分あったやろうと思いますし、それこ

そあの谷合いで電話がつながれば、そんなも

ん、すぐに高野山病院へ走れよ、そっちのほ

うが近いやないかという指導もできたかなと

いうふうに思いますので、ぜひ緊急連絡とし

ての整備とまた消防のほうのそういう病院の

指導もお願いしたいなというふうに思います。 

 そんなことで緊急連絡整備としてＮＴＴの

ほうも採算云々という話があると思います。

ＮＴＴのほうもアンテナの採算を見るときに、

多分企画の方は６万人ぐらいの入り込みとい

うことで申請したと聞いておりますけれども、

「頑張る地方応援プログラム」では入り込み

観光客数が77万人と書かれております。そこ

ら、交渉の、だますわけではないでしょうけ

ど、この77万人のうちの約半分はあそこの道

を通るんやとかいう形でいけば、ＮＴＴも採
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算がとれるというふうに思うのではないかな

と思いますので、ぜひ早急にやどりの周辺、

あるいは谷合いのところのアンテナ整備につ

いて考えていただきたいということで、ご答

弁はいただきませんので終わりたいと思いま

す。ありがとうございました。 

○議長（中上良隆君）これをもって７番 中

谷和史君の一般質問は終わりました。 

 この際、３時10分まで休憩いたします。 

（午後２時58分 休憩） 
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